
国際共創学部　国際共創学科：　学修・教育目標（科目グループ別カリキュラム・フロー） 国際日本学専攻 （2026年度以降入学生適用） 2026.4

【ディプロマ・ポリシー（DP）】

科目の記載例： 必修科目  選択科目

主な 科目グループの

DP 学修・教育目標 第１ターム 第２ターム 第３ターム 第４ターム 第５ターム 第６ターム 第７ターム 第８ターム

成蹊教養カリキュラム
の学修を通じて、幅広
い教養と社会性・国際
性を身につける。

アカデミックスキルズⅠ② アカデミックスキルズⅡ② 英語文献講読② 演習Ⅰ② 演習Ⅱ② 卒業研究Ⅰ② 卒業研究Ⅱ②

国際共創入門② 統計学基礎②
Intercultural Communication② サステナビリティ概論②

データサイエンス基礎②

東京・武蔵野論② コンテンツ・デザイン②

プログラミングの基礎②

現代文化論② 人文地理学② 現代地域論②

グローバル・ヒストリーと日本② 日本語学入門B②

地域と暮らし② ことばと文化②

日本語学入門A② 現代社会とアート②

国際社会学②

環境科学基礎② 自然科学基礎B（地球・宇宙科学）② 自然科学基礎D（地球生命科学）② 自然科学基礎D（地球生命科学）② データサイエンス発展②

自然科学基礎A（物理学・化学）② 自然科学基礎C（数理科学）② 微分積分学② 統計学発展②

数学基礎② 線形代数学② 熱力学基礎②

自然地理学②

1-1
1-2
1-4

2-1~3
3-1

年次進行に合わせて、
基礎学力を補強し、興
味を広げて実践に活か
すための多様な選択科
目を学ぶ。

基盤
科目

人文学系

1-1
1-2
1-4

2-1~3
3-1

年次進行に合わせて、
基礎学力を補強し、興
味を広げて実践に活か
すための多様な選択科
目を学ぶ。

基盤
科目

自然科学系

全学共通科目（成蹊教養カリキュラム）　（科目の内容等は、「全学共通科目（成蹊教養カリキュラム）：学修・教育目標（科目グループ別カリキュラム・フロー）」を参照）

1-1~4
2-1~3
3-1･2
4-1･2
5-1~3
6-1･2

計画力、実践力、質問
力、情報発信力等を身
につける。

ゼミナール
科目

必修

1-1~4
2-1~3
3-1

文系的専門性、理系的
専門性のどちらであっ
ても共通して求められ
る基盤の知識や素養な
どを身につける。

基盤
科目

共通文理　必修

共通文理　選択

グループ

【課題の発見と解決】（情報の調査収集＋分析・解釈＋論理的思考） （ＤＰ６－２）留学、インターンシップ、ボランティア、分野横断的あるいは産学連携のPBL、卒業研究等の学修を通じて､未知なるものに挑む
強い知的好奇心を持ち、継続的に学修して社会課題の解決に貢献しようとする意欲とそれを実行するための計画力を身につけている。（ＤＰ３－１）課題の本質や解決方法を見出すために必要な情報を書籍、関連学会誌・論文集、インターネットにより公開されているデータなどか

ら収集、調査、分析・解釈する能力を身につけている。また、課題の解決に向けて論理的に思考し、行動する力を身につけている。

【国際日本学専攻の目的】

文化学、地域学等を基盤分野とし、日本と世界をつなぐ文化の交流・多様性、さらにグローバル化する日本・世界の地域の諸課題、日本語教育等について多角的に学ぶ力を身につけることを目的とする。

科　　目 １年次　配当科目・単位数 ２年次　配当科目・単位数 ３年次　配当科目・単位数 ４年次　配当科目・単位数

【広い視野での思考・判断】 （ＤＰ５―３）協働する仲間との円滑なコミュニケーションを図りながら、自身と他者の専門性を有効に組合せ、問題解決にあたるチームワー
ク力を身につけている。（ＤＰ２－２）人文科学、社会科学、自然科学及びこれらにまたがる学際的な分野の基本的な概念と基礎となる思考方法を理解し、人間社会の諸問

題を多角的に把握するための幅広い教養と社会性・国際性を身につけ、広い視野で思考・判断を行う力を身につけている。 【自発性、積極性】
【社会人としての素養】 （ＤＰ６－１）様々な学びで獲得した知識・技能を、様々な活動(正課・正課外や学内・学外を問わず)において自発的・積極的に活用した経験を

有している。（ＤＰ２－３）幅広い学修により、社会人としての教養、倫理観、道徳観、社会通念を身につけ、世界や地域社会に貢献できる社会人としての素養
を身につけている。 【知的好奇心・継続性】

【教養の修得】（基礎教養） （ＤＰ５―２）主たる専攻科目に加え、フィールド・実践科目、副専攻科目の学修を通じて、多元的な視点を持った柔軟な思考力を身につけ、
他分野の人とのコミュニケーションを図りながら多様な価値観を理解する能力を身につけている。（ＤＰ２－１）人文科学、社会科学、自然科学及びこれらにまたがる学際的な分野に関する基礎的な知識を修得し、広い視野で思考・判断を行うこ

とができる。 【チームワーク力】

（ＤＰ１－２）環境や文化を理解するための基礎となる地理学、環境科学、歴史、生活文化等の学修を通じて世界や地域の環境、文化の理解を深
め、また、データや資料・文献の調査・分析に関する科目、ゼミナール科目等の学修により共創のための基礎力を身につけている。

【表現力、発信力】（意見の発信力・表現力）
（ＤＰ４－１）自分の意見や考えを、外に向けて的確かつ明瞭に発信できる豊かな表現力を身に付けている。

【国際コミュニケーション基礎力】 【表現力・発信力】
（ＤＰ１－３）国内外におけるフィールドワークや演習、英語科目の学修によりグローバルに活躍できるコミュニケーション力、英語力を身につけ
ている。

（ＤＰ４－２）専門的な内容および学修・研究を通じて得られた成果を、第三者に的確かつ明瞭に発信できる豊かな表現力と、その内容につい
て他者と十分に討論する能力を身につけている。

【専攻ごとの専門知識やスキル】 【多様な人々との協働】（協調性・コミュニケーション力）
（ＤＰ１－４）各専攻で必要とされる基礎的な知識とスキルを身につけながら、テーマを絞ったより専門性の高い分野を体系的に学修し、国際日本
学専攻では、「文化学」「地域学」等に関する専門知識やスキル、環境サステナビリティ学専攻では、「環境学」「地理学」等に関する専門知識や
スキルを身につけている。

（ＤＰ５―１）多様な人々と協働して課題解決に取り組んだ経験を通じて、多様な価値観を受容し、協調性やコミュニケーション力を身に付
け、チームの中で自分の役割を的確に果たすことができる。

【多様な価値観の理解力】

（ＤＰ１－１）国際共創学科の専門分野に関する知識・技能を修得している。 （ＤＰ３－2）フィールドワーク、実習、演習、研究活動などを通じて、社会課題に対して的確な解決方法を策定し、それを実践する力を身につ
けている。【共創基礎力】

【人材の養成に関する目的】
■国際共創学部 ■国際共創学科
日本をはじめとする世界各地の文化や自然・社会環境等をグローバルな視野で理解し、人文学系と自然科学系の両面にわたる複眼的な思考と他者と
の協働によって、現代社会の様々な課題にチャレンジして解決できる、また、日本と世界をつなぐ人材を養成する。

（１）世界の多様な文化や自然・社会環境等を理解し、広い視野を持って、持続可能な社会の構築のために生涯学び続けることので
きる人材を養成する。
（２）様々な事象をグローバルな視野からとらえ、現代社会における複雑な諸課題の本質を理解することのできる人材を養成する。
（３）文理複眼的かつ論理的な思考力、分析力を持ち、自然環境や現代社会の諸課題の解決にチャレンジできる人材を養成する。
（４）国内外の多様な人々と協働して、主体的に課題の発見・解決に取り組み、自らの取り組みやその意義、成果等を説明・発信すること
のできる人材を養成する。
（５）国際社会で活動・活躍できる確かな英語力を持った人材を養成する。

国際共創学部 国際共創学科は、大学全体の学位授与方針に基づき、「専門分野の知識・技能の修得」「教養の修得」「課題の発見と解決」「表現力、発信力」「多様な人々との協働」「自発性、積極性」の各項目に関して、以下の基準に到達するように編成された教育課程において、所定の単
位を修得した者に対して学士（学術）の学位を授与します。

【専門分野の知識・技能】 【課題解決のための実践力】



主な 科目グループの

DP 学修・教育目標 第１ターム 第２ターム 第３ターム 第４ターム 第５ターム 第６ターム 第７ターム 第８タームグループ

科　　目 １年次　配当科目・単位数 ２年次　配当科目・単位数 ３年次　配当科目・単位数 ４年次　配当科目・単位数

環境史②

Japanese Art② Japanese Popular Culture②

Japanese Contemporary Issues② Japanese Linguistics②

Japanese Economy② Phonetics and Phonology②

Global Career Design② Topics in Business②

Topics in Political Studies② Law in Society②

Geography② Science and Technology②

Japanese Popular Culture② Climate and Nature②

Japanese Linguistics②

Topics in Japanese Culture②

Topics in History②

Language and Literature②

Regional Studies②

Special Seminar②

国際日本文化論② 異文化交流論② 国際日本文化特殊講義②

日本の美学・美術史② 比較美術②

メディアと日本文化② 映像文化論②

多文化共生論② マンガ文化論②

生活文化論② ファッション文化論②

ことばと認知② 多文化社会と言語政策②

経済地理学② 地域創生論② 地理学・地域学特殊講義（持続観光開発論）②

観光地理学② 地域資源論②

歴史地理学② 都市防災学②

海外地域研究②

国内地域研究②

地理情報科学②

水文学②

地形学②

環境学② 企業行動とサステナビリティ② 環境データ解析② 複雑系科学②

地球資源科学② 気象学② 科学シミュレーション② 情報セキュリティの理論②

地球環境保全学② 気候変動論② 地球環境学特殊講義（グローバル気候学）② 地球環境学特殊講義（地球・宇宙環境学）②

環境問題と国際社会② 環境数理科学②

必修 フィールドワーク入門②

国内フィールドスタディ② 環境科学実験② 共創プロジェクト② 自然環境フィールド調査法②

理学基礎実験② 国際協力論② 海外フィールドスタディ②

人文フィールド調査法②

日本語教育概論② 言語学講義（言語と社会）② 日本語教育演習② 日本語教育実習①

日本語教育事情② 日本語教授法②

日本語の学習と習得② 日本語教育理解と実践②

対照言語学② 日本語教育方法論②

言語の構造②

1-1~3
3-1･2
5-1~3
6-1･2

様々な知識やスキルを
総合的に活用し、実践
適用できる能力を身に
つける。

フィール
ド・実践科

目 選択

1-1
2-1
3-1
4-1
5-1
6-1

日本語学習者に適切な
指導ができるように、
日 本 語 の 仕 組 み や 歴
史、日本語教授法など
を学ぶ。

日本語教員
養成コース

科目

1-1
1-2
1-4

2-1~3
3-1

文理の複眼的視点を持
ち つ つ 、 「 地 域 学 」
「地理学」を学際的か
つ専門的に学ぶ。

発展
科目

地理・地域

1-1
1-2
1-4

2-1~3
3-1

文理の複眼的視点を持
ちつつ、「環境学」を
学際的かつ専門的に学
ぶ。

発展
科目

環境

1-1
1-3

2-1~3

国際社会への情報発信
力 や 、 情 報 収 集 力 、
様々な国や地域の人た
ちとコミュニケーショ
ンを図ることのできる
力を身につけることを
目指す。

グローバル
科目

選択

1-1
1-2
1-4

2-1~3
3-1

文理の複眼的視点を持
ちつつ、「文化学」を
学際的かつ専門的に学
ぶ。

発展
科目

文化

1-1
1-2
1-4

2-1~3
3-1

年次進行に合わせて、
基礎学力を補強し、興
味を広げて実践に活か
すための多様な選択科
目を学ぶ。

基盤
科目

自然科学系


